
参考資料

国土交通省 中部地方整備局

平成27年11月26日

伊豆縦貫自動車道（天城湯ケ島～河津）

第１回 計画段階評価

あ ま ぎ ゆ が し ま か わ づ



目 次

1．伊豆地域の概要 ・・・・・・・・・ ２

2．伊豆地域の将来像 ・・・・・・・・・ ６

3．アンケート調査票（案） ・・・・・・・・・ １６

1



1-1．人口
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：伊豆北部 ：伊豆南部

（人口）

■ ：伊豆南部

■ ：伊豆北部

■人口の推移と伸び率の比較

消滅可能性都市 凡例
（人口移動が収束しない場合）

2040年（H52年）に若年女性が50％以上
減少し、人口が1万人以上の市町

2040年（H52年）に若年女性が50％以上
減少し、人口が1万人未満の市町

※静岡県平均：36％
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出典：日本創成会議・人口減少問題検討分科会「ストップ少子化・地方元気戦略」 （H26.5）
（市区町村別の将来推計人口）
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※H2に対する比率 H2～H27：実測値、H32～H52:推計値

出典：H2～H22：国勢調査、H27：住民基本台帳
H32～H52「日本の地域別将来推計人口」（H25.3推計）
（国立社会保障・人口問題研究所）
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伊豆地域の市町

地域南部の人口はＨ２年比の
５割にまで落ち込むと予測
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■国道414号のＯＤ内訳

伊豆の国市

函南町

河津町

■国道414号の自動車流動状況

出典：H17OD交通量推計結果
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※沿線地域とは、伊豆市・河津町

※H17OD交通量推計結果を基に算出

※合計値は表示桁数の関係で一致しないことがある

外々交通
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国道414号の
OD内訳

1-2．交通特性

内外交通
18

（26％）

交通量
（百台/日）

比率

沿線地域（内々） 3 4%

沿線地域とその他の地域（内外） 18 26%

伊豆市⇔静岡県・その他県 4 6%

河津町⇔静岡県・その他県 14 20%

通過交通（外々） 50 70%

合計 71 100%
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1-3．産業

■産業別総生産額の割合

第一次産業 第二次産業 第三次産業

伊豆地域南部の方が北部に比べ
第三次産業の占める割合が高い

出典：H24しずおかけんの地域経済計算

■宿泊業・飲食サービス業に従事する人口比率

1.0%

1.2%

2.2%

・第一次産業：農業、林業、漁業など
・第二次産業：輸送用機械器具製造業、総合工事業、食料品製造業

繊維工業など
・第三次産業：飲食店、飲食料品小売業、医療業

社会保険・社会福祉・介護事業、職業紹介・派遣業
宿泊業、専門サービス業、情報サービス業、協同組合
繊維・衣服等卸売業など

伊豆地域南部の方が
北部に比べ宿泊業・飲
食サービス業に従事す
る人口比率が高い

出典：H24経済センサス
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1-3．産業

■金目鯛の現状の輸送経路 ■金目鯛の主要都県の漁獲量（H26）

出典：静岡県水産技術研究所伊豆分場
伊豆漁業協同組合

■下田港で水揚げされた金目鯛の
出荷先内訳

約90％は築地など
地域外へ出荷

地域内での消費は
10％程度

金目鯛
水揚げ量

静岡県
2,209ｔ

千葉県
1,235ｔ

東京都
998ｔ H26合計

4,904ｔ

出典：伊豆漁業協同組合ヒアリング（H26.12）

■地域の声

出典：伊豆漁業協同組合ヒアリング（H27.9）水揚げされた金目鯛は
陸送で首都圏の市場へ
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特に観光シーズンに発生
する渋滞で輸送が遅れる
と、金目鯛の鮮度は落ち、
商品の価格に影響

築地市場

高知県
238ｔ

神奈川県224ｔ

下田港
1,786ｔ

その他
423ｔ

下田港は全国
シェアの約４割
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・下田では、年間2千トンの金目鯛を水揚げしているが、うち92%は
首都圏をはじめとした大消費地市場（築地、横浜等）に出荷している。
・築地市場への出荷ルートは、現状ではR135（東海岸）～小田原厚
木道路～東名高速というルートで、下田から5時間を要している。



2．伊豆地域の将来像
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3．アンケート調査票（案）
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